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シリーズ『みんなの力で命と暮らしを守る 
　　　　　　　　　　　　～防災計画が目指すもの』⑦ 

　前回は、国が洪水時に発表する防災用語が分かりやすく改善されたため、その
用語についての説明を行いましたが、今回は、洪水被害を最小限にとどめること
を目的に、国、県、市が本市で先行的に実施している「まるごとまちごとハザー
ドマップ」事業などの取組みについて紹介します。  《問合せ》防災安全課防災係 

まるごとまちごとハザードマップってなに？ 

　

平
成　

年
７
月
に
国
土
交
通
省

１８

か
ら
「
市
街
地
に
浸
水
深
等
を
標

示
し
ま
す
〜
ま
る
ご
と
ま
ち
ご
と

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
推
進
〜
」
に

つ
い
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
近
畿
地
方
で

も
、
平
成　

年
度
か
ら
本
格
的
に

１９

実
施
す
る
予
定
と
な
り
ま
し
た
が
、

豊
岡
市
内
で
は
、
す
で
に
平
成　
１８

年
９
月
か
ら
近
畿
地
方
で
は
初
め

て
の
「
ま
る
ご
と
ま
ち
ご
と
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
事
業
が
先
行
的

に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
浸
水
深
や
避
難
所

等
洪
水
に
関
す
る
情
報
を
、
洪
水

関
連
標
識
と
し
て
生
活
空
間
で
あ

る「
ま
ち
な
か
」に
表
示
を
す
る
こ

と
に
よ
り
、
日
常
時
に
は
洪
水
へ

の
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
浸
水

深
・
避
難
所
等
の
知
識
の
普
及
を

図
り
、
発
災
時
に
は
安
全
で
ス
ム

ー
ズ
な
避
難
行
動
に
つ
な
げ
、
洪

水
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
と
ど

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
る
ご
と
ま
ち
ご
と
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
標
識
（
略
し
て
「
ま
る
ま

ち
標
識
」）
は
、
全
国
共
通
の
統
一

的
な
図
記
号
を
用
い
た
も
の
で
、

「
洪
水
」・「
避
難
所
」・「
堤
防
」の

３
種
類（
左
図
参
照
）が
あ
り
、
そ

れ
を
市
内
各
所
に
設
置
し
、
街
そ

の
も
の
を
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
化
し

て
い
く
事
業
で
す
が
、
こ
の
事
業

に
は
、
国
土
交
通
省
の
他
に
、
兵

庫
県
と
市
も
協
働
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
の
取
組
み
と
し
て
は
、

昨
年
度
か
ら
引
き
続
い
て
、
国
土

交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
豊
岡
河

川
国
道
事
務
所
が
中
心
と
な
り
、

円
山
川
下
流
部
で
、
平
成　

年
台

１６

風　

号
の
実
績
浸
水
深
お
よ
び
避

２３
難
所
の
方
向
と
距
離
を
示
し
た

「
ま
る
ま
ち
標
識
」
の
設
置
を
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
兵
庫
県
但

馬
県
民
局
で
も
、
県
の
管
理
施
設

を
利
用
し
て
浸
水
位
等
の
「
ま
る

ま
ち
標
識
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

○
災
害
時
避
難
所
標
示
板

　

市
で
も
「
ま
る
ご
と
ま
ち
ご
と

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
の
取
組
み
に

連
携
し
た
形
で
、
各
避
難
所
施
設

に
「
災
害
時
避
難
所
標
示
板
」
を

２
年
間
（　

年
度
・　

年
度
）
で

１８

１９

設
置
し
て
い
き
ま
す
。
す
で
に　
１８

年
度
に
は
、
豊
岡
・
城
崎
地
域
１

０
０
カ
所
の
設
置
が
完
了
し
、
引

き
続
き
、　

年
度
も
他
の
地
域
１

１９

４
２
カ
所
に
順
次
設
置
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

○
量
水
標
の
設
置

　

現
在
、
国
土
交
通
省
近
畿
地
方

整
備
局
豊
岡
河
川
国
道
事
務
所
に

よ
り
、
立
野
大
橋
付
近
の
堤
防
下

等
に
、
赤
色
や
黄
色
で
区
分
さ
れ

た
カ
ラ
ー
仕
様
の
大
き
な
量
水
標

（
支
柱
）が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
量
水
標
の
設
置
に
よ
り
、
降

雨
時
の
水
位
状
況
が
現
地
か
ら
誰

で
も
視
覚
的
に
認
識
で
き
る
よ
う

に
な
る
た
め
、
今
後
の
水
害
対
応

に
役
立
て
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

〜
ま
ち
な
か
に

　

洪
水
に
か
か
わ
る
情
報
を

　
　
　
　
　
　

標
示
し
ま
す
〜

▲

旧
城
崎
公
民
館
に
設
置
の
「
ま
る
ま

ち
標
識
」

▲「災害時避難所標示板」
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（赤） 

（赤） 

（黄） 

（白） 

（危険） 

（警戒） 

（注意） 

レベル 水位 
はん濫の発生 

はん濫危険水位 

避難判断水位 

はん濫注意水位 

水防団（消防団） 
待機水位 

［旧名］計画高水位 

［旧名］危険水位 

［旧名］特別警戒水位 

［旧名］警戒水位 

［旧名］通報水位 

▲

立
野
大
橋
の
堤
防
下
付
近
に
設
置
さ

れ
た
量
水
標

避難所（建物）

堤防

洪水 ま
る
ご
と
ま
ち
ご
と

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
事
業
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リ
サ
イ
ク
ル
よ
り
も
ま
ず
減
量 

リ
サ
イ
ク
ル
と
は

　

地
球
環
境
や
ご
み
問
題
を
語
る

と
き
、
ま
ず
最
初
に
出
て
く
る
の

が
「
リ
サ
イ
ク
ル
」
と
い
う
言
葉

で
す
。
し
か
し
、
改
め
て
考
え
て

み
る
と
、
こ
の
「
リ
サ
イ
ク
ル
」

と
は
、
ど
ん
な
意
味
を
持
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。
広
辞
苑
に
よ
る

と
「
資
源
の
節
約
や
環
境
汚
染
防

止
な
ど
の
た
め
に
不
用
品
・
廃
棄

物
な
ど
を
再
生
利
用
す
る
こ
と
」

と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

種
類
ご
と
に
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

３
種
類
の
リ
サ
イ
ク
ル

　

リ
サ
イ
ク
ル
に
は
大
き
く
分
け

て「
マ
テ
リ
ア
ル
･
リ
サ
イ
ク
ル
」

「
ケ
ミ
カ
ル
･
リ
サ
イ
ク
ル
」

「
サ
ー
マ
ル
･
リ
サ
イ
ク
ル
」
と

３
種
類
の
手
法
が
あ
り
ま
す
。
ま

ず
は
こ
れ
ら
の
違
い
に
つ
い
て
比

べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
「
マ
テ
リ
ア
ル
・
リ
サ
イ
ク
ル
」

　

＝
製
品
の
原
料
と
し
て
再
利
用

　

廃
棄
物
を
原
材
料
と
し
て
再
利

用
す
る
こ
と
で
、
古
新
聞
を
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
に
再
加
工
し
た

り
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
原
材
料
と

し
て
衣
類
や
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
を

製
造
す
る
手
法
で
す
。

●
「
ケ
ミ
カ
ル
・
リ
サ
イ
ク
ル
」

　

＝
化
学
分
解
し
た
後
、

　
　
　
　
　
　

燃
料
等
に
再
利
用

　

マ
テ
リ
ア
ル
・
リ
サ
イ
ク
ル
の

中
で
、
廃
棄
物
を
化
学
分
解
し
て

原
料
や
燃
料
と
し
て
再
利
用
す
る

こ
と
を
特
に
ケ
ミ
カ
ル
・
リ
サ
イ

ク
ル
と
言
っ
て
い
ま
す
。
廃
食
用

油
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
化
、
畜
産

糞
尿
や
食
品
残
渣
物
の
バ
イ
オ
ガ

ス
化
が
代
表
的
な
例
で
す
。

●
「
サ
ー
マ
ル
・
リ
サ
イ
ク
ル
」

　

＝
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
再
利
用

　

廃
棄
物
な
ど
を
焼
却
す
る
と
き

に
発
生
す
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有

効
活
用
す
る
こ
と
で
、
清
掃
セ
ン

タ
ー
の
焼
却
熱
を
温
水
プ
ー
ル
や

ご
み
発
電
に
活
用
す

る
こ
と
な
ど
が
代
表

的
な
例
で
す
。

「
リ
サ
イ
ク
ル
」
は

　
　
　
　

優
先
順
位
の
３
番
目

　

一
般
的
に
ご
み
を
減
ら
そ
う
と

思
え
ば
、
ま
ず
最
初
に
思
い
つ
く

の
が
リ
サ
イ
ク
ル
で
す
が
、
実
は

リ
サ
イ
ク
ル
の
優
先
順
位
は
高
い

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち

が
目
指
す
循
環
型
社
会
で
は
、
優

先
順
位
の
１
番
目
は
リ
デ
ュ
ー
ス

（
※
注
１
）、２
番
目

は
リ
ユ
ー
ス（
※
注

２
）、そ
し
て
３
番
目

が
リ
サ
イ
ク
ル
で
す
。

　

こ
れ
を
レ
ジ
袋
に
例
え
る
と
、

「
①
レ
ジ
袋
は
受
け
取
ら
な
い
②

や
む
を
得
ず
受
け
取
っ
た
レ
ジ
袋

は
、
何
度
も
繰
り
返
し
使
用
す
る

③
使
用
す
る
こ
と
が
不
可
能
に

な
っ
た
ら
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
に
ま

わ
す
」
と
い
う
順
番
に
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
ま
ず
、
リ
サ
イ
ク
ル

の
前
に
、
ご
み
の
発
生
抑
制
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

※
注
１　

リ
デ
ュ
ー
ス（
ご
み
の
発

生
抑
制
）…
ご
み
に
な
る
物
を

で
き
る
だ
け
減
ら
す
こ
と
で
す
。

※
注
２　

リ
ユ
ー
ス（
再
使
用
）…

製
品
を
同
じ
用
途
に
再
使
用
す

る
こ
と
で
、
代
表
的
な
例
に

ビ
ー
ル
瓶
、
牛
乳
瓶
の
再
使
用

等
が
あ
り
ま
す
。

　

環
境
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
市
の
取
組
み
な
ど
を
シ
リ
ー
ズ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　
　

《
問
合
せ
》
生
活
環
境
課
生
活
環
境
係

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
交
通
安
全
と
防
犯
に
関
す
る
情
報
を
市
民

の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

《
問
合
せ
》
防
災
安
全
課
消
防
安
全
係

　

市
内
の
保
育
園
と
幼
稚
園
で
は
、

毎
年
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
幼
児
交
通

安
全
・
防
犯
教
室
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

教
室
は
、警
察
の
方
を
は
じ
め
、

交
通
安
全
協
会
婦
人
部
や
保
護
者

の
方
々
な
ど
、多
く
の
皆
さ
ん
の

協
力
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、今
回
は
、め
ぐ
み
幼
稚
園

の
幼
児
交
通
安
全
・
防
犯
教
室
の

様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

①
横
断
歩
道
の
渡
り
方

幼
児
交
通
安
全
・
防
犯
教
室

の
様
子
を
紹
介
し
ま
す

▲

横
断
歩
道
を
渡
る
と
き
は
右
手
を
あ

げ
ま
す
。
右
手
が
わ
か
る
よ
う
豊
岡

交
通
安
全
協
会
婦
人
部
の
皆
さ
ん
が

手
作
り
の
ワ
ッ
ペ
ン
を
園
児
に
つ
け

ま
し
た

②
車
の
乗
り
降
り
の
仕
方

③
防
犯
の
お
話

　

こ
の
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
が
事

故
に
遭
わ
な
い
よ
う
多
く
の
方
々

が
交
通
安
全
・
防
犯
教
育
に
ご
尽

力
さ
れ
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
も
交

通
事
故
や
犯
罪
に
遭
わ
な
い
よ
う

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▲

交
番
の
お
巡
り
さ
ん
が
知
ら
な
い
人

に
は
つ
い
て
い
か
な
い
よ
う
防
犯
に

つ
い
て
話
し
ま
す

▲

お
巡
り
さ
ん
が
ク
マ
さ
ん
や
ウ
サ
ギ

さ
ん
と
一
緒
に
車
の
乗
り
降
り
の
仕

方
を
教
え
て
い
ま
す


